














 

今回,我々は糖尿病サマーキャンプに参加した IDDM 児童生徒を対象に,蓄尿の一部をもち

いて,尿中微量アルブミン,β2-microglobulin量およびNAG活性を測定しましたので,その

結果を御報告します。 

 対象は,Fig 1 のように,東京つぼみの会主催の糖尿病サマーキャンプに参加した小児の

一部 41 名です。男女比はほぼ 1:1,年令は 7歳から 15 歳で,平均 11.4 歳でした。平均罹病

期間は,4.8年でしたが,1 ヶ月と極めて短ないものから 12 年にわたるものまでを含んでい

ました。 

 同年令のcontrolとした10名は,当然のこととして腎疾患や代謝異常のない外科系疾患で,

しかも,術後の回復時にある入院中の小児です。 

 糖尿病児の蓄尿は,キャンプ3日目の早朝より全員一斉に開始し,4日目の朝採尿しました。 

 control とした 10 名の蓄尿は,それぞれの安静が解除されてから,退院間際に実施しまし

た。 

 尿アルブミン,β2-microglobulin量およびNAG活性の測定はSRL社に委託しましたが,そ

れぞれ,PharmaciaのキットによるRIA法,栄研キットによるRIA法,およびNAGテストシオ

ノギによる比色法をもちいました。 


